
                                        

  公益財団法人史学会令和 5年度事業報告 

令和 5年 4月 1日から 

令和 6年 3月 31日まで 

                                                                                

Ⅰ．事業活動（公益目的事業１） 

 

 １．会誌の発行 （定款第４条第１項第１号）                                        

     名称    『史学雑誌』                                              

     回数    年 12回（月刊）                                          

           132編 4号～133編 3号                                

     頁数    4,6～3号   120頁～152頁                       

           5号      432頁                                 

     発行部数  約 4600部（通常号）                                    

           約 5560部（5号）                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編 号 頁数 定価 発行年月日 発行部数       
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「史学会賞」の選考 

受賞者  トーマス・バレット氏 

受賞論文 「D.B.マッカーティと「琉球処分」問題 

――清朝在外公館における外国人館員の私的活動とその意義をめぐって――」 

（『史学雑誌』131編 2号掲載） 

 

２.  第 121回史学会大会の開催（定款第４条第１項第２号） 

 

  【開催年月日】  2023年 11月 11日(土)、12日(日) 

  【場  所】   東京大学本郷キャンパス 

  【主な内容】 

第１日目 〈公開シンポジウム〉「土地所有の世界史」 

司会・趣旨説明：松沢裕作 

報告 １．日本中世における土地所有の法生活     新田 一郎 

２．検地がもたらした〈分離〉と〈交流〉 

――日本近世の土地所有――        牧原 成征 

３．近現代日本の土地所有と共同性 

――水辺・山野利用と市街地形成――    沼尻 晃伸 

４．中世エジプト・イクター制下の土地と環境をめぐる権力関係 

――スルターン・アラブ部族・農民――   熊倉和歌子 

５．中国史上の土地・不動産 

――所有権論をめぐる比較にむけて――   田口宏二朗 

コメント                      丹下  栄 

討論 

第２日目 〈研究発表〉日本史、東洋史、西洋史各部会 

〈西洋史部会シンポジウム〉「中世後期の教皇と文書」 

  【参加人数】   2日間 約 450名 

 

３．例会の開催 

 

【開催年月日】  2024年 3月 15日(金) 

  【場  所】   東京大学３番大教室（ハイブリッド形式） 

  【主な内容】 

〈例会シンポジウム〉「近現代西洋における領域の帰属とレファレンダム」 

趣旨説明                         芦部  彰 

報告 １．ウェストヴァージニア州創設をめぐる住民投票   金井光太郎 

２．ザールラント帰属問題と住民投票         芦部  彰 

３．フランス植民地における住民投票 

――脱植民地化の視点から           平野千果子 

４．カタルーニャ自治州と「民族自決レファレンダム」 

――「大衆動員」戦略の成功と限界       立石 博高 

コメント １．南アジア近現代史の観点から         粟屋 利江 

２．政治学の観点から              水島 治郎 

討論 

  【参加人数】   約 70名 



Ⅱ．管理部門 

 

 １．会員  

入会・退会の状況と会員数 

2023年度の入会者は 103名、退会者は 93名、休会が 7名 

2023年度末の会員数は、個人会員が 2231名、団体が 103団体、合計数 2334名 

なお、そのうち学生会員は 283名 

   

２．理事会・評議員会等                                

    理事会    開催年月日 第 1回 2023年 5月 23日 

                 第 2回 2023年 10月 18日 

                 第 3回 2024年 1月 30日 

第 4回 2024年 3月 6日 

    定時評議員会 開催年月日 第 1回 2023年 6月 12日 

会議の種類 開催年月日 主な議事事項 会議の結果 

理事会 

 

 

 

 

2023年5月23日 

 

 

 

 

 

1『2022年度事業報告の承認』の件 

2『2022年度決算（財務諸表）の承認』の件 

3『定時評議員会の開催』の件 

4『史学会賞第二次選考委員の選出』の件 

5『第 121回大会の開催』の件 

6『編集委員の変更について』の件 

承認 

承認 

承認 

承認 

承認 

承認 

評議員会 2023年6月12日 1『議長選出』の件 

2『議事録署名人選出』の件 

3『2022 年度事業報告の承認』の件  

4『2022 年度決算（財務諸表）の承認』の件  

承認 

承認 

承認 

承認 

理事会 2023年10月18日 1『第 121回史学会大会』の件 

2『役員等交替』の件 

3『史学会賞の選出』の件 

 

4『『史学雑誌』編集』の件 

5『史学会の運営』の件 

承認 

継続審議 

承認、一部継

続審議 

承認 

継続審議 

理事会 2024年1月30日 1『史学会大会』の件 

2『役員等人事』の件 

3『3月例会』の件 

4『史学会財源・運営の見直し』の件 

5『回顧と展望』の件 

承認 

継続審議 

承認 

継続審議 

承認 

理事会 2024年3月6日 1『2024年度予算／事業計画』の件 

2『役員改選および学会賞選考委員の交替について』の

件 

3『122回大会について』の件 

4『日本歴史学協会からの依頼』の件 

5『史学会運営見直し』の件 

承認 

承認、一部継

続審議 

承認 

承認 

継続審議 

  

 



３．業務の執行等 

    事務局職員 

 

 

 

 

 職  務 氏    名 就任年月日 担当事務 備考         

幹事 河野 陽子 2006.04.01 編集・庶務 常勤 

〃 小宮山 千香子 2014.07.01 編集・会計 常勤 

 

 

 

 

※附属明細書はありません 


